
第 3期町田市特別支援教育推進計画の策定に向けて 

                                                                  

１ 計画の概要 

（１）計画の目的 

現在、町田市では「第２期町田市特別支援教育推進計画」に基づき、特別支援教育の充実を図っているが、本計画が今年度末に終了することに伴い、東京

都特別支援教育推進計画（第２期）、町田市教育プラン 2024－2028及び、第２期計画の課題等を踏まえた上で町田市の特別支援教育のより一層の充実を図

ることを目指し「第３期町田市特別支援教育推進計画」を策定することとした。 

 

（２）計画の位置付け 

本計画は、「町田市教育プラン 2019－2023」における基本方針Ⅱ「充実した教育環境を整備する」の施策２「一人ひとりのニーズに対応した特別支援教育

を推進する」の重点事業の一つとして策定する。 

 

（３）計画期間 

 2024年度から 2028年度までの５年間です。 

 

（４）計画の基本目標（方向性） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 小・中学校サポートルームの設置及び 

拠点校分割 

（２） 特別支援学級の整備 

（３） 特別支援教育支援員の適正な配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教員対象研修の充実 

（２）町田市特別支援教育授業リーダー育成事業の実施 

（３）特別支援教育推進モデル校の指定 

（４）特別支援教育アドバイザー訪問 

（５）要請訪問 

（６）関係者会議の充実 

（７）町田市特別支援教育ハンドブックの作成・活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）教育センターの支援 

（２）子供発達支援課との連携 

（３）障がい福祉課との連携 

（４）都立町田の丘学園との連携 

（５）医療関係者との連携 

基本目標１ 

特別支援教育を推進する環境・体制の整備 

基本目標２ 

特別支援学級・特別支援教室における指導力

の向上 

基本目標３ 

切れ目のない支援体制の構築 

＜現状＞ 

（１）サポートルーム 

小学校：拠点校 18校 巡回校：24校 

   中学校：拠点校 5校 巡回校：15校 

   全校設置・拠点校分割が終了 

（２）特別支援学級固定学級 

（知的障がい、情緒障がい） 

   2023年 小学校 26校 中学校 11校 

  ・近年の経過 

   2020年 鶴川第四小学校情緒障がい固定学級設置 

   2022年 町田第三中学校情緒障がい固定学級開設 

   2024年 小山中学校知的障がい固定学級設置 

（３）特別支援教育支援員の配置 

   全校配置済（小学校：89 名中学校：37 名） 

【データから分かること】 

・情緒在籍数の増加 就学相談件数の増加 

 

★今後は・・ 

→新たな学校づくりを見据えた特別支援学級等
の整備の検討 

 ・近年の動向を踏まえた上でのサポートルー
ム拠点校の設置 

 （在籍数・学校再編による学区域変更） 

 ・特別支援学級固定学級の新たな設置検討 

 （固定学級の在籍生徒数の偏り） 

＜現状＞ 

○教員研修：経験年数別研修等の実施 

○リーダー育成事業：7～8名で各年実施 

○モデル校：指定校による校内研究・発表 

○アドバイザー・要請訪問・関係者会議： 

依頼に応じて訪問し、対応 

○ハンドブックの作成・活用： 

周知し、校内研修等で活用 

【データから分かること】 

・特別支援教育アドバイザー訪問 

 2021年度 27校 2022年度 32校 

・運営や授業についての助言（リーダー・要望） 

 2021年度 54回 2022年度 6回 

・緊急支援・相談訪問 

 小学校６校 

 

★今後は・・ 

→教員の指導力、支援力の一層の向上 

 ・実態を踏まえた研修内容  

・実践事例等の蓄積 

 ・派遣事業の周知、体系化 

 ・研究成果を広める 

→校内支援体制の構築 

 ・派遣事業の周知、体系化 

  

＜現状＞ 

○教育センターの支援：就学相談、教育相談、
発達検査等を定期的に実施 

○子供発達支援課との連携：現状維持 

○障がい福祉課との連携：現状維持 

○都立町田の丘学園との連携：副籍交流、研修
協力等を実施 

○医療関係者との連携：現状維持 

【データから分かること】 

・就学相談件数＜2019年と 2022年の比較＞ 

 就学相談    256件  347件 

 進学相談    216件  250件 

 通級入級相談  393件  408件 

・教育相談件数 

 

★今後は・・ 

→保護者に対する情報提供の在り方 

 ・各種相談の周知 

→教育相談体制の充実 

 ・市関連相談機関の役割の明確化及び周知 

 ・就学相談会等の適正な運用 

→切れ目のない支援体制の充実 

 ・各種シートの有効活用 

→交流及び共同学習の充実 

 ・実銭事例等の蓄積 

目指すべき視点 

町田市の特別支援教育の特徴と概要、切れ目のない支援の体制を示し、市民や保護者にとって安心して子育て、教育ができる推進計画とする。 

 現在の特別支援教育をさらに充実させること 

教員の指導力 学校と他機関との連携 教育相談体制 施設・環境整備 支援の継続 

第 2期町田市特別支援教育推進計画（2020～2023） 

第３期町田市特別支援教育推進計画（2024～2028） 

 

 

 

 

 

・教員の専門性の向上 

・特別支援学級・SR・通常の学級
等における指導・支援力の向上 

・特別支援教育ハンドブックの作

成・活用 

 

 

 

 

 

・就学相談、入級相談、転学相談 

・教育相談体制の充実 

・発達支援ルームを通した適正就学 

・情報提供の促進 

 

 

 

 

 

・新たな学校づくりを見据えた特
別支援学級等の整備検討 

・施設、環境等の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校内体制の構築 

・学校と関係機関との連携 

・切れ目のない支援体制 

・交流及び共同学習 

基本目標１ 

特別支援教育の充実 

基本目標２ 

保護者支援に向けた相談体制の充実 

基本目標３ 

教育環境の充実 

基本目標４ 

共生社会を目指した連携強化 

資料 ３－１ 


